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•  ＰＣＰ英語クラスが一貫した目的を持って連携 
していることを明確にする

•  ＰＣＰ生が自らの英語スキルの 習得段階につ
いて意識できるようにサポートする

（自習メニューの作成・教材の使い方を指導）

•  ２０１０年度より、参加希望者を募集する形式

ポートフォリオプロジェクト



経済理論

方法論（外
国語科目を
含む）

専門科目

• フィールドワーク 
• 学年末研究発表 
• 論文の作成 

日吉で「英語で」
学ぶ科目を履修
している 
（学習スキル習得
済み） 

ＰＣＰのカリキュラムデザイン



インフォーマ
ルな日常会
話レベル

英語を使って大
学で勉強できる
レベル

学術的・ビ
ジネスの
場面にお
ける「プロ」
のレベル

学生自身がスキル
のレベルを常に意
識する必要がある

英語スキルの習得過程



•  所定の記録をフォルダーに保存する 
（採点済みの宿題・ＴＯＥＦＬスコア・ノートのサン
プル・英語スキル自己評価など） 

•  教員との面談（毎学期・１５分程度） 
英語スキルの習得状況の確認 

自習メニューの作成・修正

ポートフォリオの作成と利用



•  一対一の指導が受けられる 
•  ＰＣＰのカリキュラムの理解が深まる 
•  英語スキル習得の「進度」を同じ教員と継続
して確認することができる 

•  英語の勉強法について個別に相談できる 
　（自習メニューの作成と効果のチェック） 

•  学術英語のスタイルの違いやその勉強法に
ついて解説が受けられる 

ポートフォリオ面談のメリット


